
（ 1 ）	 ２ ０ 1 6 年 4 月 3 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 5 6 号）

名古屋教区公式ホームページ　http://www.nagoya.catholic.jp/

教区ホームページ

福音の
ひびき

4月の説教者

3 日　復活節第2主日
島袋　幹男
（押切教会）

10日　復活節第3主日
マーティン・アクエティ・デュマス

（南山教会）

17日　復活節第4主日
岩崎　一二三
（聖心教会）

24日　復活節第5主日
サントス・エドゥアルド

（豊橋教会）

女子修道会�
在俗会連盟�
総会

4月10日（日）
14時～16時

（13：30受付開始）
布池教会地下ホール

信徒使徒職�
協議会�
委員総会

4月17日（日）
13時30分～17時
布池文化センター・�
コンコルディアホール

宣教司牧�
評議会総会
4月29日（金・祭）

10時～15時
布池教会地下ホール

名古屋教区公式ホームページ　http://www.nagoya.catholic.jp/

〒461－０００4
名古屋市東区葵 ２丁目6－35
カトリック名古屋教区広報委員会
「教区ニュース」編集部
電話（０5２）935－２２２3
FAX（０5２）935－２２54

印刷所　株式会社 荒川印刷
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2016年 4 月

第356号

青年のための聖書の学び 2016
対　象　青年男女（18～32歳）
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会　
　　　　名古屋修道院
日程・テーマ　4月17日（日）「富」（10章）�

5月15日（日）「神殿を清める」（11章）�
6月18日（土）初誓願式に参加（午前中）�
7月17日（日）「ダビデの子」（12章）�
9月（日時未定）黙想会（指導・松浦
悟郎司教）

時　間　午後2時～7時30分（高校生4時30分まで）
連絡先　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　名古屋市千種区園山町1-56　
　　　　☎052-782-5850
　　　　（シスター碇政子（いかり・まさこ））
FB　「青年のための聖書の学び」　
HP　http://www.concepcionistas.jp/

名
古
屋
教
区
（
松
浦
悟
郎

司
教
）
の
社
会
福
祉
委
員
会

と
名
古
屋
教
区
障
害
者
連
絡

会
（
カ
障
連
名
古
屋
）
は
２

月
27
日
か
ら
２
日
間
、「
障

害
者
の
黙
想
会
」を
名
古
屋・

南
山
学
園
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
障
が
い
者
や
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
60
人

が
参
加
し
た
＝
写
真
左
上
。

身
体
・
視
覚
・
聴
覚
・
精
神
・

知
的
・
発
達
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
障
が
い
者
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
の
が
特
徴
的
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
は
「
い
つ
く
し
み

深
く
御
父
の
よ
う
に
～
い
つ

く
し
み
の
特
別
聖
年
に
あ

た
っ
て
～
」。
指
導
は
カ
リ

タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
担
当
司
教
の

幸
田
和
生
・
東
京
教
区
補

佐
司
教
。「
回
心
と
ゆ
る
し
」

や
「
す
べ
て
の
人
を
排
除
し

な
い
教
会
」
な
ど
、
慈
し
み

深
い
神
の
姿
を
説
く
講
話
を

行
っ
た
＝
写
真
右
上
。

「
排
除
し
な
い
教
会
」
の

例
と
し
て
、
昨
年
の
聖
木
曜

日
の
洗
足
式
で
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
が
ロ
ー
マ
市
内
の
刑

務
所
で
受
刑
者
の
足
を
洗
っ

た
話
を
聞
い
た
カ
障
連
名
古

屋
の
富
永
諒
（
ま
こ
と
）
さ

ん
は
、感
想
を
こ
う
述
べ
た
。

「
排
除
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
建
物
と
し
て
の
教

会
、
組
織
と
し
て
の
教
会
と

い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
一
人
一
人
の
心
が
開
か

れ
、
福
音
を
広
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
」

耳
か
ら
の
情
報
を
得
る
の

が
難
し
い
聴
覚
障
が
い
者
の

た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
手
話
や
要
約
筆
記
（
Ｏ
Ｈ

Ｐ
と
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
〈
筆

談
〉）
の
通
訳
者
を
配
置
し
、

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に

は
、
黙
想
会
の
し
お
り
を
点

字
版
で
用
意
し
た
。
聴
覚
障

が
い
者
は
手
話
で
「
ゆ
る
し

の
秘
跡
」
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

黙
想
会
の
あ
い
間
に
は
、

田
所
功
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン

事
務
局
長
に
よ
る
活
動
紹
介

も
行
わ
れ
た
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞

�

３
月
13
日
号
よ
り
）

城
北
ブ
ロ
ッ
ク
布
池
教
会

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
南
山
教
会

城
南
ブ
ロ
ッ
ク
東
海
教
会

愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
多
治
見
教
会

濃
尾
ブ
ロ
ッ
ク
美
濃
加
茂
教
会

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
豊
橋
教
会

北
陸
・
福
井
地
区
福
井
教
会

北
陸
・
石
川
地
区
金
沢
教
会

北
陸
・
富
山
地
区
富
山
教
会

▼
多
治
見
教
会
助
任
（
鹿
児

島
教
区
・
加
世
田
）
ホ
セ
・

リ
ザ
ル
・
Ｍ
・
サ
ン
ト
ス
＝

神
言
会
▼
聖
心
教
会
助
任

（
東
山
）
北
村
雅
彦
＝
教
区

▼
敦
賀
教
会
主
任
（
敦
賀
助

任
）
シ
ェ
ン
デ
ィ
・
カ
ニ
シ

ウ
ス
・
ク
ン
ダ
ク
＝
聖
心
布

教
会

〈
教
区
外
〉

ド
イ
ツ
へ
帰
国
（
安
城
教
会

協
力
）
ア
ー
ノ
ル
ド
・
プ
ル

ム
＝
神
言
会

〈
引
退
〉

山
田
静
儀（
聖
心
教
会
在
住
）

＝
教
区

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年

２
０
１
５
年
12
月
８
日
～
２
０
１
６
年
11
月
12
日

名
古
屋
教
区

巡
礼
教
会

障
害
者
の
黙
想
会
に
先

立
っ
て
、
名
古
屋
教
区
障
害

者
連
絡
会
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
担
当
司
祭
の
七
種
照
夫

神
父
は
あ
い
さ
つ
で
、「
仲

間
と
し
て
支
え
合
う
こ
と
、

分
か
ち
合
い
、
喜
び
も
人
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
う
ま

れ
、
イ
エ
ス
の
教
え
を
生
活

の
中
で
実
際
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今

日
集
ま
っ
た
仲
間
と
し
て
、

何
を
自
分
た
ち
が
助
け
合
っ

て
い
く
の
か
を
ま
と
め
て
頂

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
視
覚
障
害
を

持
つ
富
永
諒
さ
ん
（
膳
棚
教

会
）
が
新
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。

《人事異動》
2016年度第二次
（３月３日付け）

（カッコ内は
前任地など）

WYD クラクフ大会巡礼団
　7月下旬にポーランドでワール
ドユースデー（WYD）・クラクフ
大会が行われる。同大会への公式
日本巡礼団メンバー募集中。申込
み期間は4月12日まで。

概要は以下のとおり。
コ ー ス　（Ａコース）��7月23日～8月2日、11日間。30万円
　　　　　（Ｂコース）��7月23日～8月5日、14日間。35万円
　　　　　�（燃油サーチャージ、現地出入国税等を含む）
発 着 地　成田、関西、福岡（エコノミークラス）
募集人数　150人
参加資格　18歳（高校生を除く）～35歳。国籍不問。
申込方法　日本公式巡礼団事務局
　　　　　☎03-5632-4480、Fax�03-5632-4465
　　　　　E-mail�wyd@cbcj.catholic.jp
　　　　　�HP�http://cbcj.catholic.jp/jpn/committee/

wyd/krakow/

2000万人「戦争法の廃止を 
求める統一署名」への 

ご協力のお願い

“安全保障関連法は、まさに�
命と尊厳にかかわる問題であり、�

教会は沈黙していることはできません”

“武力による解決を図ることは、�
さらなる暴力と憎しみの連鎖を�
生みだすことになります”

（2015年11月16日に日本カトリック司教協
議会�社会司教委員会委員長・大塚喜直司教
が全国のカトリック教会と主任司祭あてに
送った署名の要請文書から一部抜粋）

障害者連絡会総会で抱負を語る富永新会長

教
え
生
活
に

生
か
す
た
め

カ
障
連
名
古
屋
総
会

いつくしみの特別聖年に
あたって、名古屋教区の巡
礼教会が発表された。
フランシスコ教皇の特別
聖年の祈りを唱え、巡礼に
出かけましょう。

巡礼に当たっての注意事項
○�開門時間、ミサの時間は各教会にお問
い合わせください。

○�教会巡礼した際に「ゆるしの秘跡」を
お願いしたい場合は、あらかじめその
教会に連絡して、司祭にその旨の連絡
をお願いします。

２月27～28日・障害者の黙想会

心開かれ 「排除しない教会」 へ
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教
会
の
扉
を
開
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
御
父
の
い
つ
く
し
み
に
支
え
ら
れ
て
―

第12期 聖霊病院ホスピスボランティア 
講座のご案内

定　員　16名（定員になり次第締め切り）
場　所　聖霊病院　二号棟アーノルド館4階　第3会議室
と　き　下記の通り　火曜日　13：30～16：00
講　義　20時間（基礎講座修了が条件です）
　　　　�聖霊病院においてボランティア体験：1年間60時

間以上
　　　　①5/24　②6/7　③6/21　④7/5　⑤7/26
　　　　⑥1/10　⑦1/31　⑧2/7　⑨2/21　⑩３/7
　　　　9/13�交流会
講義内容　�（例）ホスピスの歴史と理念／ホスピスの目的／

コミュニケーションスキル／ホスピスボランティ
アの役割／身の回りの世話／死ぬことについて／
在宅ケア／スピリチュアルケア／悲しみと喪失／
祈りのサービス／遺族のケア／傾聴　など

受講資格　1．聖霊病院ボランティア基礎講座修了者
　　　　2．��全10回全てを受講およびボランティア体験�

（1年間60時間以上）
　　　　３．心身ともに健康な方
　　　　４．今後計画される継続研修に参加できる方
　　　　5．18歳以上
　　　　6．��将来、ホスピス聖霊で週1、決められた曜日の

9：15～16：00、年間を通して活動
課　題　1．��事前レポート：「私がホスピスボランティアを

希望する理由」
　　　　2．ブックレポート：課題図書を読み、感想
　　　　３．��事後レポート：「ボランティア体験から学んだこと」
問合せ・�申込み　聖霊病院カトリック社会事業室ボラン

ティアコーディネーター　矢沢
　　　　☎052-832-1181（代表）　締切　4月8日（金）

第25回　聖霊病院ボランティア 
基礎講座

対　象　1．��これから当院でボランティア活動を希
望される方

　　　　2．��当院でボランティア活動をしている方
で、まだ受講されていない方

　　　　３．��当院のホスピスボランティア講座受講
を希望される方

　　　　�（この基礎講座は「ホスピスボランティア
講座」受講の必須条件となります）

定　員　�20名（定員に達し、ご参加いただけない
場合のみご連絡させていただきます）

日　程　�第1日目：4月27日（水）　聖霊病院�2号棟�
� アーノルド館4階�第3会議室

　　　　�13：30～16：00　オリエンテーション／�
病院の理念／実習＝車椅子の操作　など

　　　　�第2日目：4月28日（木）　聖霊病院�2号棟�
� アーノルド館4階�第3会議室

　　　　�10：00～16：00　ボランティア心得、規約、
内容／患者の権利／個人情報保護／感染
について／登録　など

問合せ・�申込み　氏名・フリガナ・男女の別・年齢・
生年月日・職業・住所・電話・メールア
ドレスを明記し、〒466-8633 名古屋市昭
和区川名山町56　聖霊病院　カトリック
社会事業室（担当：矢沢）まで。

　　　　☎052-832-1181（代）　締切　4月8日（金）
＊ご来院の際には、公共交通機関をご利用ください。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は

松
浦
司
教
は
「
今
日
の
参

加
者
に
は
小
教
区
で
分
か
ち

合
い
を
す
る
際
に
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
係
）
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
い
、

そ
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
一
番
大
切
な
こ
と
は
神

の
導
き
。
聖
霊
の
導
き
を
ど

の
よ
う
に
引
き
出
し
て
い
く

か
が
大
切
で
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
が
分
か
ち
合
い
を

引
っ
張
る
必
要
は
な
い
」

「
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に

尊
敬
を
払
い
、
大
切
に
し
合

う
。
人
が
語
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
聴
い

て
、
心
の
中
に
あ
る
も
の
を

引
き
出
す
」

「
無
理
に
ま
と
め
た
り
せ

ず
、
一
人
一
人
が
持
っ
て
い

る
も
の
を
皆
の
前
に
出
し
、

互
い
に
気
づ
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
。
皆
の
思
い

や
考
え
が
卓
上
に
載
せ
ら

れ
、皆
で
そ
れ
を
眺
め
る
と
、

私
は
今
ま
で
こ
う
い
う
風
に

感
じ
て
い
た
け
れ
ど
、
他
の

人
は
こ
う
い
う
風
に
感
じ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
気
付
き

が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
気
付

き
を
さ
ら
に
分
か
ち
合
っ
て

い
く
。
す
る
と
ど
ん
ど
ん
気

付
き
は
深
ま
っ
て
い
く
」

「
そ
れ
を
導
い
て
い
く
の

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役

割
。
皆
さ
ん
に
も
そ
れ
は
で

き
る
」
と
、
司
教
は
参
加
者

を
励
ま
し
た
。

今
回
の
分
か
ち
合
い
を

企
画
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
養
成

が
必
要
だ
っ
た
。
女
性
部
会

で
は
援
助
修
道
会
の
渡
邊
か

を
る
シ
ス
タ
ー
を
迎
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
分
か
ち
合
い
の

留
意
点
を
学
ん
だ
。
そ
し
て

今
回
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
女
性
部
役
員
が
引
き
受

け
、
７
～
8
人
の
グ
ル
ー
プ

で
実
施
し
た
。

信
徒
使
徒
職
協
議
会
女
性
部
は
小
教
区
の
女
性
代
表
者
２

名
の
参
加
を
募
り
、
松
浦
司
教
の
指
導
の
下
、
分
か
ち
合
い

を
実
際
に
体
験
す
る
研
修
会
を
2
月
27
日
、
五
反
城
教
会
で

開
い
た
。
北
陸
か
ら
の
３
人
も
含
め
て
63
人
が
参
加
し
た
。

２
種
類
の
分
か
ち
合
い

分
か
ち
合
い
は
、
２
種
類

の
や
り
方
を
体
験
し
た
。

一
つ
目
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
メ
モ
リ
ー
と
言
わ
れ
る
手

法
を
利
用
す
る
も
の
。
Ｘ
軸

に
時
間
、
Ｙ
軸
に
精
神
的
な

浮
き
沈
み
を
と
り
、
誕
生
の

日
か
ら
今
日
ま
で
の
人
生
を

黒
線
で
グ
ラ
フ
化
す
る
。
落

ち
込
ん
で
い
た
時
期
、
不
幸

せ
だ
っ
た
時
期
に
は
線
が
基

準
線
（
Ｙ
＝
０
）
か
ら
下
に

離
れ
、
良
か
っ
た
時
期
、
幸

せ
だ
っ
た
時
期
に
は
線
が
基

準
線
よ
り
上
に
行
く
。
あ
ま

り
記
憶
に
な
い
と
か
平
穏
無

事
に
過
ぎ
て
い
る
時
期
は
基

準
線
に
重
な
る
。こ
う
し
て
、

グ
ラ
フ
の
一
番
低
い
時
期
と

一
番
高
い
時
期
の
で
き
ご
と

や
、
グ
ラ
フ
が
反
転
、
上
昇

し
た
理
由
、
そ
の
時
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
な
ど
を
思
い
出
し

て
書
き
込
む
。
実
名
は
書
く

必
要
が
な
い
の
で「
Ａ
さ
ん
」

と
い
う
よ
う
に
。

次
に
赤
線
で
信
仰
の
歩
み

を
描
く
。
黒
で
描
い
た
グ
ラ

フ
で
自
分
の
人
生
を
さ
っ
と

振
り
返
り
、
そ
の
上
に
、
信

仰
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た

時
期
は
ゼ
ロ
、
キ
リ
ス
ト

教
に
限
ら
な
く
て
い
い
の

で
、
神
の
こ
と
を
冷
た
い
と

か
遠
い
と
感
じ
た
時
期
の
グ

ラ
フ
は
基
準
線
の
下
に
、
神

が
親
し
い
と
か
強
く
意
識
さ

れ
た
時
期
の
グ
ラ
フ
は
上
に

く
る
。
必
ず
し
も
人
生
の
歩

み
と
信
仰
の
歩
み
が
同
じ
よ

う
に
上
下
す
る
と
は
限
ら
な

い
。描

き
終
え
た
ら
そ
れ
を
も

と
に
、
自
分
の
半
生
に
つ
い

て
言
え
る
こ
と
を
話
す
。

こ
の
頃
は
病
気
だ
っ
た
。

い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
こ
の
人
に
出
会
え
た
か

ら
上
昇
し
た
。
ハ
ッ
ピ
ー

だ
っ
た
。

そ
し
て
、
で
は
自
分
の
信

仰
は
そ
れ
ら
の
で
き
ご
と
と

ど
う
関
係
し
た
か
、
し
な

か
っ
た
か
を
説
明
す
る
。

全
員
が
分
か
ち
合
っ
た

後
、
さ
ら
に
、
人
の
話
を
聴

い
て
ど
う
感
じ
た
か
を
全
体

で
話
し
合
う
。

こ
れ
ら
は
相
互
の
信
頼
に

基
づ
い
て
行
う
こ
と
で
、
他

言
は
無
用
で
あ
る
。

松
浦
司
教
は
、「
人
生
で

上
の
時
も
下
の
時
も
、
ど
ち

ら
の
時
に
も
神
様
を
感
じ
ら

れ
た
ら
良
い
で
す
ね
」
と
ま

と
め
、「
小
教
区
で
も
で
き

そ
う
で
す
か
」
と
問
い
か
け

た
。

聖
書
の
分
か
ち
合
い

二
つ
目
は
聖
書
の
分
か
ち

合
い
で
、
ま
ず
一
人
一
人
黙

読
し
な
が
ら
、
良
か
っ
た
と

思
う
節
、
興
味
が
湧
い
た

節
、
疑
問
に
思
っ
た
節
、
否

定
的
に
感
じ
た
節
に
傍
線
を

引
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
◎
・

○
・
？
・
×
の
記
号
を
付
け

る
。
そ
の
後
も
う
一
度
、
一

節
ず
つ
読
み
な
が
ら
、
ど
こ

に
何
の
記
号
を
付
け
た
か
を

一
人
ず
つ
発
表
し
、
さ
ら
に

そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

一
人
で
は
理
解
し
づ
ら
い

箇
所
で
も
、
他
の
意
見
を
聞

く
こ
と
に
よ
り
、「
そ
う
い

う
こ
と
か
」
と
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
や
り
方
を

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
方
式
と
い

う
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
聖
書
と

典
礼
」
の
脚
注
に
は
注
意
す

べ
き
語
句
の
意
味
が
載
っ
て

お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
に

も
福
音
の
解
説
が
あ
る
が
、

分
か
ち
合
い
の
前
に
そ
れ
ら

を
読
ん
で
は
い
け
な
い
。

松
浦
司
教
は
「
分
か
ち
合

い
の
後
で
、
司
祭
が
説
教
で

ど
う
話
す
か
を
楽
し
み
に
し

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
参
加

者
を
笑
わ
せ
た
。

い
ず
れ
も
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
で
福
音
宣
教
活
動

を
し
て
い
る
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
教
会
、
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
高
蔵
寺
教
会
、
そ
し
て
カ

ト
リ
ッ
ク
高
蔵
寺
教
会
に
よ

る
「
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
」
の
合

同
礼
拝
が
３
月
５
日
、
ル
ー

テ
ル
教
会
礼
拝
堂
で
行
わ
れ

た
。
三
教
会
の
信
徒
、牧
師
、

司
祭
の
お
よ
そ
30
人
が
集
ま

り
、
い
つ
く
し
み
深
い
父
へ

の
賛
美
と
感
謝
を
兄
弟
姉
妹

と
し
て
共
に
さ
さ
げ
た
。

ル
ー
テ
ル
教
会
の
中
村
朝

美
牧
師
の
司
式
に
よ
る
礼
拝

は
ル
ー
テ
ル
教
会
の
様
式
で

行
わ
れ
た
。
そ
の
歴
史
か
ら

し
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ

の
典
礼
に
近
い
の
か
、
大
き

な
違
和
感
も
な
く
あ
ず
か
る

こ
と
が
で
き
た
。

礼
拝
の
後
で
は
信
徒
同

士
、
互
い
に
近
況
報
告
や
教

会
の
様
子
を
語
り
合
っ
た
り

す
る
な
ど
、
楽
し
い
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
を
過
ご
し
た
。

一
昨
年
ま
で
は
復
活
主
日

当
日
の
朝
６
時
半
か
ら
高
森

山
山
頂
で
「
早
天
礼
拝
」
と

し
て
、
合
同
の
礼
拝
が
行
っ

て
い
た
が
、
ど
の
教
会
も
信

徒
が
高
齢
化
し
、
ま
た
復
活

祭
礼
拝
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も

重
な
っ
て
忙
し
い
な
ど
の
理

由
か
ら
別
の
日
程
を
検
討

し
、「
世
界
祈
祷
日
」
翌
日

の
土
曜
日
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

は
、
豊
田
・
聖
心
教
会
の
現

主
任
司
祭
岩
崎
一
二
三
神
父

が
カ
ト
リ
ッ
ク
高
蔵
寺
教
会

主
任
司
祭
の
時
に
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
の
教
会
に
呼
び
掛

け
て
始
め
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

ル
（
キ
リ
ス
ト
教
一
致
）
運

動
。
各
教
会
が
毎
年
持
ち
回

り
で
、
合
同
礼
拝
と
講
演
会

等
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。

実
際
、
そ
の
翌
日
の
司
祭

の
説
教
は
い
つ
も
よ
り
理
解

し
や
す
く
、
分
か
ち
合
い
の

意
見
と
ど
う
違
う
の
か
、
同

じ
な
の
か
と
、
興
味
津
々
で

聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

司
祭
不
在
で
も
豊
か
な
分

か
ち
合
い
が
で
き
る
。
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
病
者
を

訪
問
し
て
も
、
聖
書
の
豊
か

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
聖
書
と
典
礼
」
を
持
っ

て
訪
問
し
、
集
会
祈
願
を
唱

え
、
ま
ず
自
分
の
近
況
を
分

か
ち
合
う
。
そ
し
て
、
聖
書

を
読
み
、
気
に
な
る
一
節
を

選
び
、
◎
・
○
・
×
・
？
を

付
け
た
節
に
つ
い
て
思
う
と

こ
ろ
を
語
り
合
う
。
自
分
た

ち
の
祈
り
を
共
同
祈
願
と
し

て
祈
り
、
主
の
祈
り
を
唱
え

る
。
最
後
に
お
茶
を
し
て
、

教
会
の
近
況
を
話
し
て
帰

る
。そ

ん
な
分
か
ち
合
い
を
、

本
当
に
し
て
い
け
た
ら
よ
い

な
と
思
い
ま
す
。

分
か
ち
合
い
体
験
す
る
研
修
会

社会福祉委員会から 
クリスマス献金の御礼と報告

待降節よりお願いいたしました「クリスマス献金」は、次のよ
うに集計されました。教会・修道会・病院・幼稚園・個人より�
42件1,104,291円をいただきました。昨年までに積み立てられまし
た災害支援も加え、下記の通り支援いたしました。ご協力、誠に
ありがとうございました。

支　　　援　　　先 支援金（単位・円）

被災地支援・大船渡ベース支援金 5００, ０００　

福信館・炊き出し部 1００, ０００　

福信館建設 1００, ０００　

岐阜ダルク 5０, ０００　

名古屋ダルク 5０, ０００　

NPO法人セカンドハーベスト名古屋 2００, ０００　

2016台湾南部地震募金 2００, ０００　

ネパール大地震救援基金 2００, ０００　

ヨーロッパ難民・移民受入支援 2００, ０００　

日本カトリック聴覚障害者名古屋大会 1００, ０００　

合　　　計 1, 7００, ０００円

� 2016年3月14日現在
� 教区社会福祉委員会

高蔵寺

３教会が
� 合同礼拝

「
心
の
中
引
き
出
し
て
」
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教
会
の
扉
を
開
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
―
御
父
の
い
つ
く
し
み
に
支
え
ら
れ
て
―

　本年度アカデミー賞作品賞・監督賞受
賞作品。カトリック教会の聖職者によ
る児童虐待の実態を暴いてピューリッ
ツァー賞を受けた新聞報道の内幕を描く。
地元の新聞として読者の53％、記者もそ
の多くが地元生まれのカトリックという
新聞の取材チームが、強い圧力を受け、
信仰をぐらつかせ、精神的にめげながら
も、タブーに挑み、事実を明るみにして
いく。事態を放置してきた自らの責任を
も問う誠実さが共感を呼ぶ。自浄能力、

タブーと闘うタフさ、真の信仰が自分にはあるかと、自問自答しつつ観るほかない。
公開情報：4月15日（金）より、伏見ミリオン座、名古屋ピカデリー、TOHOシネマズ
名古屋ベイシティ、ミッドランドシネマ名古屋空港、ユナイテッド・シネマ豊橋18、
TOHOシネマズ木曽川、TOHOシネマズ津島、TOHOシネマズ東浦、MOVIX三好、
TOHOシネマズファボーレ富山、ユナイテッド・シネマ金沢、他全国公開

　78年カンヌ国際映画祭最高賞パルム
ドール、およびエキュメニカル審査員賞
受賞作品。
　19世紀末、イタリア・ペルガモの農村。
貧しい小作農の家では、さらに貧しい物
乞いを「天国に近い者」として大切にする。
しかし、地主と農民との間にある理不尽
な格差に農民は泣かされる。一方、都市
では社会主義、共産主義が労働者階級に
広がっていく。
　第2バチカン公会議を開いた教皇ヨハネ
23世はちょうどこの時代、ペルガモ郊外

で小作農の子として生まれ育っている。両親も敬虔なカトリックの農民だったエル
マンノ・オルミ監督は第2バチカン公会議開催時、31歳。社会に翻弄される人々を描
いて注目を集めていた。
公開情報：4月2日（土）より名演小劇場にてロードショー

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和

委
員
会
と
共
助
組
合
の
中

部
・
京
都
連
絡
会
は
２
月
20

日
、
布
池
教
会
で
合
同
学
習

会
を
開
い
た
。
講
師
は
竹
谷

基
神
父
、
テ
ー
マ
は
「
主
の

祈
り
を
考
え
る
」。「
主
の
祈

り
」
は
す
べ
て
の
信
者
が
毎

日
唱
え
て
い
る
も
の
だ
が
、

そ
れ
を
改
め
て
考
え
て
み
よ

う
、
と
い
う
問
題
提
起
だ
っ

た
。
以
下
、
竹
谷
神
父
の
講

話
の
骨
子
で
あ
る
。

イ
エ
ス
と
弟
子
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
運
動
が
何
を
す

べ
き
か
を
「
主
の
祈
り
」
と

し
て
唱
え
た
。
他
方
、
イ
エ

ス
の
「
荒
れ
野
の
試
み
」は
、

「
何
を
し
な
い
か
」
を
語
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
イ
エ
ス

は
、
人
々
が
メ
シ
ア
に
期
待

し
た
よ
う
な「
パ
ン
を
与
え
、

奇
跡
を
行
な
い
、
崇
拝
を
求

め
る
」
こ
と
を
拒
否
し
、
人

間
の
新
し
い
あ
り
方
を
追
求

し
た
。
そ
れ
が「
主
の
祈
り
」

だ
っ
た
。

太
田
道
子
さ
ん
の
訳
で
は

次
の
よ
う
に
な
る
。

「
天
の
御
父
、
御
名
が
聖

で
あ
る
よ
う
に
。
神
の
国
が

到
来
す
る
よ
う
に
。
神
の
意

志
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
。
必

要
な
糧
が
日
毎
に
あ
る
よ
う

に
。
負
債
が
免
除
さ
れ
る
よ

う
に
。
試
み
に
遭
わ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
悪
い
者
か
ら

救
っ
て
く
だ
さ
い
」

こ
の
祈
り
の
中
心
は
「
必

要
な
糧
が
毎
日
あ
る
よ
う

に
」
と
「
負
債
が
免
除
さ
れ

る
よ
う
に
」
に
あ
る
。
生
活

の
重
荷
に
喘
ぐ
人
々
の
切
実

な
願
い
だ
。

石
を
パ
ン
に
変
え
た
り
高

い
塔
か
ら
飛
び
降
り
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、

手
持
ち
の
パ
ン
を
み
ん
な
で

分
け
合
っ
た
り
、
病
者
に
手

を
伸
ば
し
て
立
ち
上
が
ら
せ

た
り
、
徴
税
人
や
遊
女
と
食

事
を
共
に
し
た
り
す
る
こ
と

を
、
イ
エ
ス
は
大
切
に
し
た
。

そ
の
イ
エ
ス
を
見
て
、
貧
し

い
人
々
、
飢
え
や
病
に
苦
し

む
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
貧
し
い
人
々
を

虐
げ
て
私
腹
を
肥
や
す
支
配

者
層
に
は
危
険
人
物
と
見
ら

れ
、
つ
い
に
十
字
架
に
つ
け

ら
れ
た
の
は
、
ご
承
知
の
通

り
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
５

年
と
な
る
３
月
11
日
、
布
池

司
教
座
聖
堂
で
教
区
主
催
の

犠
牲
者
追
悼
・
復
興
祈
願
行

事
が
催
さ
れ
た
。
ミ
サ
の
参

加
者
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
約
400
人
に
及
ん
だ
。

仙
台
教
区
作
成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
復
興
支
援
活
動
の
あ
ゆ
み
」

上
映
に
引
き
続
き
、
発
災
時

刻
の
午
後
２
時
46
分
の
黙
祷

を
挟
ん
で
、
全
員
心
ひ
と
つ

に
し
て
犠
牲
者
追
悼
・
復
興

祈
願
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

松
浦
司
教
様
は
説
教
で
、

「
肉
親
を
亡
く
さ
れ
た
方
の

本
当
の
立
ち
直
り
は
、
そ
の

亡
く
さ
れ
た
方
と
亡
く
な
っ

た
方
と
が
心
の
奥
深
く
で
対

話
を
実
現
し
た
時
な
の
で

す
」
と
話
さ
れ
た
。
愛
す
る

人
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
後

も
、
決
し
て
過
去
の
存
在
で

な
く
、
残
さ
れ
た
私
た
ち
の

同
伴
者
と
し
て
生
き
続
け
る

の
で
し
ょ
う
。

被
災
地
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
と
サ
ロ
ン
「
カ
フ
ェ
一

本
松
」
が
聖
堂
地
下
ホ
ー
ル

に
設
け
ら
れ
、
ミ
サ
の
前
後

各
50
分
間
に
わ
た
っ
て
開
店

し
た
。

10
ほ
ど
の
店
に
100
人
ほ
ど

が
販
売
協
力
者
と
し
て
入

り
、
大
勢
が
利
用
し
て
終
始

大
盛
況
だ
っ
た
。
特
に
サ
ロ

ン
で
は
、
信
徒
同
士
の
交
流

や
信
徒
と
司
祭
の
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
が
止
む
こ
と
な
く

続
い
た
。

ミ
サ
献
金
を
含
め
た
お
よ

そ
50
万
円
が
大
阪
教
会
管
区

大
船
渡
ベ
ー
ス
に
贈
ら
れ

た
。
ま
た
、
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
の
売
上
も
50
万
円
ほ
ど

に
上
り
、
被
災
地
の
業
者
に

送
金
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追

悼・復
興
祈
願
の
た
め
の「
祈

り
と
合
唱
の
集
い
」
が
３
月

６
日
南
山
教
会
聖
堂
で
開
か

れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
指
導
者
の

西
脇
神
父
は
「
東
北
の
被
災

者
の
方
々
と
、
祈
り
と
合
唱

を
も
っ
て
連
帯
す
る
機
会
を

分
か
ち
合
い
た
く
、
今
回
の

集
い
を
企
画
し
た
」
と
挨
拶

し
た
。
聖
書「
エ
レ
ミ
ヤ
書
」

の
朗
読
が
あ
り
、
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。

は
じ
め
に
聖
歌
隊
南
山
大

学
ス
コ
ラ
・
カ
ン
ト
ー
ル
ム

が「
祝
福
の
歌
」「
は
つ
か
草
」

「
み
や
こ
わ
す
れ
」
な
ど
５

曲
を
歌
い
、
後
半
は
合
唱
団

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
が

「
音
楽
の
よ
う
に
」「
ア
ヴ
ェ・

マ
リ
ア
」「
白
」「
ダ
ニ
ー
・

ボ
ー
イ
」
な
ど
６
曲
を
歌
っ

た
。最

後
は
混
声
合
唱
曲
「
夜

明
け
か
ら
日
暮
れ
ま
で
」
を

合
同
合
唱
し
て
集
い
を
終
え

た
。ス

コ
ラ
・
カ
ン
ト
ー
ル
ム

は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
た

め
に
同
年
４
月
よ
り
練
習
を

重
ね
、
合
唱
の
盛
ん
な
東
北

地
方
の
方
々
と
の
連
帯
を
あ

ら
わ
す
取
り
組
み
を
続
け
て

き
た
。

訃�

報 

ペ
ト
ロ
五
味　

巌
神
父

�

（
名
古
屋
教
区
）

　

３
月
６
日
午
前
４
時
28

分
、
名
古
屋
第
２
赤
十
字
病

院
に
て
肺
炎
の
た
め
帰
天
。

86
歳
。
１
９
２
９
年
９
月
20

日
、
中
国
・
上
海
生
ま
れ
。

59
年
12
月
28
日
、
ロ
ー
マ
に

て
司
祭
叙
階
。
62
年
10
月
、

聖
ヨ
ハ
ネ
小
神
学
院
（
名
古

屋
）
担
当
。
65
年
７
月
、
同

小
神
学
院
院
長
。69
年
９
月
、

松
岡
記
念
館
（
愛
知
県
日
進

市
）。
70
年
11
月
、
岡
崎
教

会
主
任
。
89
年
７
月
、
東
山

教
会
主
任
。
98
年
４
月
、
名

東
教
会
主
任
。
16
年
１
月
、

引
退
。

　

と
て
も
勉
強
好
き
で
博
学

で
知
ら
れ
、
学
ん
だ
こ
と
を

分
か
ち
合
う
こ
と
を
喜
び
と

し
て
い
た
。

心
の
奥
深
く
で
つ
な
が
る

３
・
11　

布
池
教
会　

映　

画

©1978�RAI-ITALNOLEGGIO�
CINEMATOGRAFICO�– ISTITUTO�LUCE�
Roma�Italy

Photo�by�Kerry�Hayes�©�2015�SPOTLIGHT�
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「木靴の樹」 「スポットライト　世紀のスクープ」

声 

愛
知
同
宗
連
講
演
会 

16
／
2
／
8
に
参
加
し
て

�

瀬
戸
教
会　

小
林
沙
恵

私
が
社
会
人
と
な
り
７
、

８
年
過
ぎ
た
頃
、
社
会
か
ら

差
別
を
受
け
て
い
る
地
域
の

人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
、
業

務
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
差
別
の
内
容
や
理

由
は
誰
か
ら
も
説
明
を
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「口

に
出
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
」�「
聞
い
て
は
い
け

な
い
こ
と
」
と
い
う
雰
囲
気

を
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
忙

し
く
時
間
も
な
い
こ
と
か
ら

質
問
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
同
じ
よ
う
な
文
化
的
な
暮

ら
し
を
し
て
い
る
現
代
に
、

本
当
に
差
別
な
ど
と
い
う
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
と

い
う
疑
い
の
方
が
強
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
、
愛
知
同
宗
連
講
演

会
に
参
加
し
て
、
以
前
よ
り

は
減
少
し
て
い
る
と
い
う
も

の
の
、
現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
し
、
就
職
拒
否
や

人
権
侵
害
を
受
け
て
い
る
事

例
が
実
際
に
あ
る
と
い
う
こ

と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

私
自
身
子
供
の
頃
に
学
校

で
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
校
生
と
中

学
生
の
息
子
た
ち
も
学
校
で

は
学
習
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。部

落
差
別
に
限
ら
ず
、
人

権
問
題
は
世
界
に
多
々
あ
り

神
言
修
道
会
日
本
管
区
は

助
祭
叙
階
式
を
３
月
19
日
、

神
言
神
学
院
大
聖
堂
で
行
っ

た
。
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
ス
・
ア

フ
リ
・
デ
ィ
エ
ゲ
ル
神
学
生

と
セ
ル
フ
ァ
シ
ウ
ス
・
サ
ル

フ
ァ
ノ
・
ジ
ャ
マ
ン
神
学
生

の
２
人
が
松
浦
悟
郎
司
教
に

よ
っ
て
助
祭
に
叙
階
さ
れ

た
。
按
手
、
聖
別
の
祈
り
、

聖
書
の
授
与
な
ど
が
荘
厳
に

執
り
行
わ
れ
た
。

二
人
の
新
助
祭
は
ど
ち
ら

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
29

歳
。
10
年
７
月
に
共
に
来
日

し
た
。

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や

考
え
方
、
立
場
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
問
題
に
対
し
て

多
く
の
人
た
ち
が
関
心
と
正

し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

女
子
高
生
が
街
頭
募
金

聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
女
子
高
等

学
校
（
瀬
戸
市
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
25
人
が
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た
3

月
11
日
、
名
古
屋
・
栄
で
復

興
支
援
の
た
め
の
街
頭
募
金

を
行
っ
た
。
午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
30
分
ま
で
の
２
時

間
、
３
カ
所
に
分
か
れ
て
道

行
く
人
々
に
協
力
を
訴
え

た
。
震
災
発
生
時
刻
の
２
時

46
分
に
は
全
国
の
人
々
と
心

を
合
わ
せ
て
、
神
様
の
も
と

で
永
遠
の
安
息
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
犠
牲
者
の
た
め
に
黙

祷
を
捧
げ
た
。

募
金
に
応
じ
て
く
だ
さ
る

方
か
ら
は
、「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
募
金
を
し
た
い

と
思
い
な
が
ら
、
栄
に
来
ま

し
た
」「
今
、
私
は
十
分
な

生
活
を
し
て
い
る
の
で
こ
の

お
金
を
分
け
て
あ
げ
た
い
」

な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
自
転
車
を
止
め
、
子

供
に
お
金
を
持
た
せ
て
募
金

に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
、

飴
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
差
し

入
れ
て
く
だ
さ
る
方
も
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
思
い
や
り
の
心
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
東
日
本
を

襲
っ
た
震
災
の
悲
劇
は
、
私

た
ち
皆
の
心
に
忘
れ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で

き
た
日
で
も
あ
っ
た
。

募
金
総
額
23
万
６
、
５
０

２
円
は
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ

ン
を
通
し
て
被
災
者
の
た
め

に
贈
ら
れ
る
。

東北と連帯の取り組み

南山大学聖歌隊など

追悼・復興の歌

神
言
会 

２
助
祭
叙
階
式

「主の祈り」
重荷にあえぐ

人々の願いを

祈る

市
民
の
思
い
や
り
に
ふ
れ
る
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

4
月
の
教
会
暦

３
日
㈰�

復
活
節
第
2
主
日

	

（
神
の
い
つ
く
し
み
の
主
日
）

４
日
㈪�

神
の
お
告
げ
（
祭
）

７
日
㈭�

聖
ヨ
ハ
ネ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ

（
ラ
・
サ
ー
ル
）
司
祭
（
記
）

10
日
㈰�

復
活
節
第
3
主
日

11
日
㈪�

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
オ
司
教
殉
教
者

（
記
）

17
日
㈰�

復
活
節
第
4
主
日

�

世
界
召
命
祈
願
の
日

24
日
㈰�

復
活
節
第
5
主
日

25
日
㈪�

聖
マ
ル
コ
福
音
記
者
（
祝
）

29
日
㈮�

聖
カ
タ
リ
ナ
（
シ
エ
ナ
）
お
と

め
教
会
博
士
（
記
）

5
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈰�

復
活
節
第
６
主
日

�

世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

８
日
㈰�

主
の
昇
天

15
日
㈰�

聖
霊
降
臨
の
主
日

22
日
㈰�

三
位
一
体
の
主
日

29
日
㈰�

キ
リ
ス
ト
の
聖
体

教
区
行
事
予
定

4
月

２
日
㈯�

信
仰
教
育
委
・
秘
跡
神
学
①

３
日
㈰�

宣
司
評
常
任
委
員
会
＊

�

信
徒
協
献
金
日

５
日
㈫�

福
信
館
炊
き
出
し
の
会
＊

６
日
㈬�

教
区
顧
問
会
＊

９
日
㈯�

正
義
と
平
和
委
・
講
演
会
＊
／

家
庭
委
・
高
齢
を
生
き
る
①
／

信
徒
協
理
事
会

10
日
㈰�

安
城
教
会
堅
信
式
＊
／
教
区
中

高
生
会
／
修
女
連
総
会
＊

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

11
日
㈪�

富
山
地
区
司
祭
会
議

12
日
㈫�

樹
の
会

14
日
㈭�

教
区
顧
問
会
＊

16
日
㈯�

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

17
日
㈰�

信
徒
協
委
員
総
会
＊

19
日
㈫�

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ

21
日
㈭�

月
集
＊

23
日
㈯�

愛
岐
Ｂ
女
子
錬
成
会
／
青
年
委

員
会
／
正
義
と
平
和
学
習
会

24
日
㈰�

愛
岐
Ｂ
会
議

29
日
㈮�

宣
教
司
牧
評
議
会
総
会
＊

30
日
㈯�

典
礼
委
員
会

5
月

７
日
㈯�
信
仰
教
育
委
・
秘
跡
神
学
②

８
日
㈰�
三
河
Ｂ
会
議

10
日
㈫�

樹
の
会

14
日
㈯�

家
庭
委
・
高
齢
を
生
き
る
②

15
日
㈰�

布
池
教
会
堅
信
式
＊
／
城
東
Ｂ

会
議
／
教
区
中
高
生
会
／
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
・
子
ど

も
の
集
い
＊

17
日
㈫�

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ

19
日
㈭�

月
集
＊

21
日
㈯�

濃
尾
Ｂ
の
ミ
サ
と
集
い
＊
／
正

義
と
平
和
学
習
会
／
樹
の
会
総

会
／
レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

22
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
／
愛
岐
Ｂ
・
兄
弟

の
集
い
／
一
粒
会
委
員
総
会
＊

26
日
㈭�

教
区
顧
問
会
＊

28
日
㈯�

教
区
法
人
評
議
員
会
／
富
山
Ｂ

会
議
／
青
年
委
員
会
／
典
礼
委

員
会

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

4
月

２
日
㈯�

聖
霊
病
院
講
演
会

９
日
㈯�

正
義
と
平
和
の
会
主
催
の
講
演

会

10
日
㈰�

修
女
連
総
会

12
日
㈫�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

5
月

12
日
㈭�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
事
務

局
会

13
日
㈮�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
定
例

委
員
会
、
子
ど
も
と
女
性
の
権

利
擁
護
の
た
め
の
デ
ス
ク

18
日
㈬
～
20
日
㈮　

�

男
子
修
道
会
管
区
長
会
議

24
日
㈫�

南
山
学
園
評
議
員
会

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
4
月
の
炊
き
出
し

木
７
日
東
山
、
14
日
布
池
、
21
日
聖
霊・

南
山
・
樹
の
会
、
28
日
城
北
橋

金
１
日
喜
望
の
会
、
８
日
長
浦
、
15
日

南
山
、
22
日
布
池
、
29
日
南
山

▼
春
の
マ
ッ
ク
バ
ザ
ー　

４
月
24
日
㈰
10

時
15
分
～
13
時
30
分　

カ
ト
リ
ッ
ク
五
反

城
教
会　

献
品
願
う
。
食
べ
物
等
い
ろ
い

ろ
取
り
揃
え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
名

古
屋
マ
ッ
ク
後
援
会
バ
ザ
ー
実
行
委
員

会　

問
合
せ　

名
古
屋
マ
ッ
ク
☎
Fax
０
５

２
（
912
）
５
５
０
８
（
河
村
）

世界広報の日・献金　5月1日
　日本のようにマスコミや技術の進歩している国で、
広報が社会や文化に及ぼす影響は計り知れないものが
あります。広報の重要性を再認識し、広報を通して社
会と人びとにどのようにかかわっていくことができる
か、また、実際どのようにかかわっているかを考える
ことが大切です。
　「世界広報の日」は第二バチカン公会議で定められ、
1967年以来、毎年教皇メッセージが出されています。なお、
多くの国では復活節第7主日をこの日に定めています。

世界召命祈願の日　4月17日
　神は、全ての人が誠実に自分の生涯を送るように招
いています。ある人は、社会の中のさまざまな職場で
働く人として、また夫、妻、父、母として、良い家庭
を築くように、そしてある人は、神と人とに仕える司祭、
修道者となるように招かれています。神の招きはこの
ように人それぞれ異なりますが、自分に対する神の望
みを祈りつつ探して行くことが大切です。
　この日は、福者パウロ六世教皇によって1964年に制
定されました。

神言会多治見修道院・黙想会
閑静な場所、広い院庭で黙想と心身の保養を！

4月2日㈯�10：00～3日㈰�16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは自分自身をもっと理解したい

と思いますか」と 対象：信徒　　　
5月14日㈯�10：00～15日㈰�16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは言われた「あなた方は何をもとめているのか」

と（ヨハネ1の38） 対象：信徒　　　
※申込み方法、宿泊費、食事、謝礼などは多治見修道院研
修センターにお尋ねください。☎0572-22-2038、携帯090-
7696-8089、Fax�0572-22-2076。多治見研修センターの営業
時間は午前9時～午後4時半まで。

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）から

「ロザリオの祈り」
日　時　4月はお休み、5月8日（日）14：00～
場　所　聖パウロ女子修道院チャペル

「読書会」
日　時　4月16日（土）、5月21日（土）
　　　　　　　　どちらも14：00～15：30
場　所　聖パウロ書院

☆　　　　　☆　　　　　☆
対象者　どなたでも参加できます。
問合せ　聖パウロ書院　☎052-936-4443
　　　　担当 Sr. 長峰、Sr. 森

名古屋教区カトリック女性の会「樹の会」

総会と講演会のご案内
日　時　5月21日（土）
　　　　《総　会》13：20～14：10（受付；12：50）
　　　　《講演会》14：20～15：40
場　所　神言修道会日本管区センター2階大会議室
　　　　（名古屋市昭和区南山町11-2）
　　　　（地下鉄鶴舞線�杁中下車②番出口徒歩10分）
講　師　�南山大学短期大学部教授・日本カトリック典礼委

員会委員　市瀬英昭神父（神言修道会）
演　題　�「本来のコミュニティーへと成熟すること」―神

の国の実現へ向けて―
　　　　�「いつくしみの特別聖年」に当たり、神のいつくし

みを理解して活動に生かすために。
☆�手話通訳あり。講演会には、学生・若い方・男性の出席
も歓迎です。（会費；無料）

☆駐車場は有りません。公共交通機関でお出かけ下さい。
☆�問合せ先「樹の会」事務局 ☎052-832-6695 深堀（申込不要）

『平和をつなぐ』連続シリーズ
第1回　“真の和解を目指して”

講師　松浦悟郎司教
日　時　4月9日（土）14：00～
場　所　布池文化センター・コンコルディアホール
主　催　�カトリック名古屋教区正義と平和委員会
　　　　　　委員長　竹谷　基
　　　　　　問合せ　☎0572-22-1583（多治見教会）

髙田三郎帰天15周年記念ミサ
日　時　4月17日（日）　16：00～
場　所　カトリック南山教会
司　式　西脇　純　神父
指　揮　須賀敬一　　オルガン　木島美紗子
合　唱　平和の祈り合唱団／東海メールクワィアー／
　　　　髙田典礼聖歌男声合唱団
曲　目　�おお 神の富／谷川の水を求めて／ちいさなひとび

との／平和の祈り／来なさい重荷を負うもの　ほか
主　催　「髙田三郎帰天15周年記念ミサ」実行委員会
問合せ　〒457-0012�名古屋市南区菊住町2-8-13
　　　　中嶌暁　☎・Fax 052-811-4330

福信館「春祭り」
ホームレス炊き出し支援バザー

日　時　4月17日（日）10：00～14：00
場　所　福信館　名古屋市東区葵2-6-29
　　　　☎052-935-7180、Fax�935-7195
入場券　1,000円
　　　　模擬店、リサイクルコーナー、衣類コーナー
　　　　皆様のご協力をお願いします。
主　催　福信館炊き出しの会「春祭り」実行委員会

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約68.2％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

544件�27‚307‚231円
（2月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を
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設
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の
返
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を

名古屋一日静修
神のいつくしみに学ぶ　― 特別聖年を迎えて ―
日　時　��5月21日（土）
　　　　「�神のいつくしみのうちに真理を学ぶ�

―イエスの聖テレジアの場合―」�松田　浩一�神父
場　所　カトリック日比野教会　信徒会館
　　　　（地下鉄名港線「日比野」駅下車 徒歩約5分）
持ち物　聖書、ロザリオ、筆記用具、お弁当、参加費1,000円
プログラ�ム　講話／念祷／赦しの秘跡／面接／ミサ／茶話

会、など
申込みは、下記のいずれかの方法で。
　　　　Fax ／0568-62-5167
　　　　E-mail ／ seisyuu_2015@yahoo.co.jp
　　　　ハガキ／〒484-0076�犬山市橋爪一丁田1-26
　　　　　　　　「名古屋一日静修」係
〈カルメル修道会主催・名古屋カルメル在世会協賛〉


